
様式第１号（第１０条関係） 

 

2023 年度業務実績報告書 

提出日 2024 年 1 月 18 日 

 

１．職名・氏名  准教授 今池 康人          

 

２．学位  学位 博士(経済学)、専門分野 経済学史、授与機関 大阪府立大学、授与年 2012 年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

経済学史(2 単位) 2 年 

政治経済学(2 単位) 2 年 

特別企画講座 A(2 単位) 1 年 

インターンシップ(2 単位) 3 年 

基礎ゼミナール(2 単位) 2 年 

演習 1(4 単位) 3 年 

演習 2(4 単位) 4 年 

② 内容・ねらい 

経済学史：17 世紀から現代までの経済学を体系的に学ぶ。 

政治経済学：政治思想と福祉国家政策について学ぶ。 

特別企画講座 A：連合福井による寄付講座。 

インターシップ：現代の就職事情やビジネスマナーを学んだ上でインターンシップに参加する。 

基礎ゼミナール：経済・経営全般に及ぶ入門書を輪読する。 

演習 1・2：経済学史の専門書を輪読すると共に、分量の多いレポート・卒論の執筆を目指す。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

経済学史・政治経済学：各回講義の最後にリアクションペーパーを配布し、学生からの意見・

質問を集め次回以降の講義で回答を行う。全体を通じて 2 回小テストを行い学生の理解の確認

に利用する。 

特別企画講座 A：労働組合や県職員を毎回招き、実際の労働について講義を実施してもらう。

また、特別ゲストを招聘しパネルディスカッションを行う。(14 人) 

インターンシップ：外部講師を招きインターンシップの動向やビジネスマナーについての講義

をしてもらう。(3 人) 

演習 1・2：学生との密接な交流を行い、学びの意欲の向上を図ったほか、学問だけでなく日常

生活についての相談も行い、学生の生活に注視した。また、演習Ⅰにおいては他ゼミと合同で

北陸技術交流テクノフェアに参加(10 月 17 日) 

【ゲストスピーカー 17 人】 

【フィールドワーク等 1 件】 

(2)その他の教育活動 

内容 

探究学習アドバイザー(大野高校 12 月 14 日) 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

 

 

【 本】 

② 学術論文（査読あり） 

1. 自由社会における専門家の役割 －マイケル・ポランニーのプロフェッショナリズム－、

共同報告者無、『福井県立大学経済経営研究』第 45 号、2023 年 3 月 

 

 

 

【1本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

 

 

【 本】 

④学会発表等 

 

 

 

 

【 件】 

⑤その他の公表実績 

 

 

 

【 本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

自由社会における暗黙知と信念：マイケル・ポランニーのプロフェッショナリズム、科研費 基

盤研究(C) 22K01415 (2022.4-2027.3)、研究代表者 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

⑥公開講座、オープンカレッジ、社会人・高校生向けの講座の開講 

第 1 回哲学やろっさ＠アオッサ、アオッサ 6 階 研修室 607、8 月 5 日(土) 

第 2 回哲学やろっさ＠アオッサ、アオッサ 6 階 研修室 601A、11 月 23 日(木) 

 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

特別企画講座 A 副担任 

インターンシップ担任 

(3)学内行事への参加 

第 19 回 SMAP インターゼミナールコンテスト審査員(12 月 28 日) 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 

 


